
チャリティーランを開催します 

―協賛フリーマーケットも開催― 
千葉ＹＭＣＡチャリティーランは、10月15日(土)

に船橋市運動公園で開催されます。昨年からの新

企画として協賛フリーマーケットが野球場の周辺

で開かれます。 

チャリティーランは、障がいのある子どもたち

を励ますための参加型イベントです。皆さんも会

場に足を運んで、ボランティアとして働いでみた

り、観客として応援してみませんか？ 

チャリティーラン関するお問い合わせは、千葉

センターの大谷（TEL:043-222-3811）まで。 

 

サタデースクール苦戦 

 船橋ＹＭＣＡの新プログラム“サタデースクー

ル”を夏見地域の皆さんにアピールするため、下

記に示すＡ４のビラを作り、８月下旬にかんぱす

福祉作業所の皆さんに２万枚を戸別配布していた

だきました。 

 

 その結果は大変厳しいもので、わんぱくクラブ

に関する問い合わせは２件ありましたが、サタデ

ースクールに関する問い合わせはありませんでし

た。サタデースクールの会場をお借りするシオン

幼稚園の父母の皆さんには９月に入ってからビラ

をお渡しするので、まだこれからとは思っていま

すが、苦戦であることは間違いありません。 
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サイクリングキャンプ報告 

18人のメンバーと 10 人のリーダー・ディレクタ

ーが参加しました。 

 

 私は、グループリーダーとしてとしてサイクリ

ングキャンプに行ってきました。キャンプでは子

どもたちの安全を守りながら共に、５日間で約 200

キロの道のりを一緒に走りました。初日は千葉～

白子の約50キロという長い距離を子ども達の元気

の良い走りと共に走り抜けました。 

 

２日目の白子～大原では海を見ながらの走行で、

みんな「海が綺麗！大きいな～。」感動しながら走

っていました。３日目の大原～養老渓谷は急な坂

道が続き苦しい道のりでしたが、懸命に坂道を上

っている子ども達の姿がとても感動的でした。 

４日目、養老渓谷～長柄でも最後の約２キロの

登り坂でしたが、子ども達が前日以上の走りで坂

を上りきる姿は初日からの成長が見られ、とても

喜びを感じました。５日目長柄～千葉の走行では、

ゴールに向かうにつれて全体が一体となって走っ

ていることを感じられました。私はこのキャンプ

で、諦めない事の大切さを学ぶことが出来ました。 

飯海 優（わっしょいリーダー） 

ふなばし市民まつりに参加 

 船橋ＹＭＣＡは、７月23日（土）に行われたふ

なばし市民まつりの「ジョイ＆ジョイショッピン

グフェア」に参加しました。 

 今回の売り上げは14,885円で、ここから出店料

（2,200円）を差し引いた12,685円をＹＭＣＡの国

際協力募金に寄付しました。 

 船橋ＹＭＣＡは、11月３日に行われる日本キリ

スト教団船橋教会のバザーにも参加しますので、

ご家庭で眠っているものがありましたら献品願え

れば幸いです。 

 

船橋ＹＭＣＡ活動記録 

船橋ＹＭＣＡの７月、８月の活動記録です。 
・７月 9 日（土）子どものアトリエ「あおぞら」 

対象：そらまめクラブ 
  作品：さかな釣り大会 
  参加人数：７名 
・７月 12 日（火）チャリティーラン事務局会議 
・７月 23 日（土）ふなばし市民まつり ジョイ 

＆ジョイショッピングフェア出店 
・８月 15 日（月）チャリティーラン事務局会議 
編集後記 
 サタデースクールは、シオン幼稚園の父母の皆

さんへお願いしたアンケート結果では、可能性が

ありそうと言うことでビラ撒きをすることにしま

した。結果は、まだ出たとは思ってはいませんが、

継続して実施するプログラムとして成立できるか

危ぶまれる状況です。皆様のお知り合いで、興味

を持たれている方がいらっしゃいましたら、ぜひ

ご紹介ください。            （槇） 


